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8
月
末
、
小
池
都
知
事
が
11
月
7
日
予
定

の
豊
洲
新
市
場
の
開
場
を
延
期
す
る
と
発

表
、
そ
の
理
由
を
「
来
年
1
月
に
発
表
さ
れ

る
9
回
目
の
地
下
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果

を
待
つ
」
と
し
た
。
そ
れ
自
体
は
妥
当
な
判

断
だ
と
思
う
。

　

し
か
し
こ
と
は
そ
れ
だ
け
で
は
収
ま
ら
な

か
っ
た
。
豊
洲
新
市
場
は
次
々
と
新
た
な
基

準
違
反
や
官
僚
の
規
律
違
反
が
発
覚
し
、
土

壌
汚
染
問
題
の
深
刻
さ
だ
け
で
な
く
、
都
政

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
統
治
ま
た
は
そ
の
た
め
の

方
法
や
体
制
）
の
劣
化
を
露
呈
さ
せ
た
。
い

つ
開
業
で
き
る
の
か
、
あ
る
い
は
で
き
な
い

の
か
全
く
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
。
都
政

史
上
最
大
と
言
っ
て
い
い
不
祥
事
に
な
っ
て

い
る
。

　

10
月
14
日
、
江
東
区
の
「
清
掃
港
湾
・
臨

海
部
対
策
特
別
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

そ
こ
に
都
の
市
場
長
以
下
12
人
の
管
理
職
が

出
席
し
豊
洲
新
市
場
問
題
に
つ
い
て
陳
謝
と

経
緯
の
報
告
を
し
、
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
か

ら
厳
し
い
質
問
を
浴
び
る
こ
と
に
な
っ
た
。

な
か
で
も
驚
い
た
や
り
と
り
が
あ
っ
た
。

委
員
「
こ
れ
ま
で
都
は
専
門
家
会
議
の
提
言

を
錦
の
御
旗
に
し
て
、
そ
の
通
り
対
策
を

と
っ
て
い
る
の
で
安
全
だ
と
主
張
し
て
き

た
。
今
回
そ
の
提
言
を
守
っ
て
い
な
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
提
言

を
ど
う
受
け
止
め
て
き
た
の
か
」

市
場
長
「
時
間
を
経
る
ご
と
に
中
身
が
希
薄

化
し
て
い
っ
た
」

　

専
門
家
会
議
は
ず
い
ぶ
ん
軽
く
扱
わ
れ
た

も
の
だ
。
役
人
と
し
て
あ
る
ま
じ
き
発
言
で

は
な
い
か
。
そ
の
他
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
虚

偽
記
載
や
地
下
空
間
を
技
術
会
議
の
せ
い
に

す
る
な
ど
、
あ
き
れ
果
て
る
事
実
が
報
道
さ

れ
て
き
た
。
江
東
区
に
対
し
て
も
長
年
、
虚

偽
の
説
明
を
繰
り
返
し
て
き
た
こ
と
に
な

る
。
指
弾
さ
れ
て
当
然
だ
。

　

し
か
し
、
最
も
責
任
を
問
わ
れ
る
立
場
に

い
る
の
が
石
原
慎
太
郎
元
都
知
事
で
は
な
い

か
。
豊
洲
移
転
や
土
壌
汚
染
対
策
、
専
門
家

会
議
の
設
置
な
ど
す
べ
て
当
時
の
石
原
知
事

が
決
裁
し
た
こ
と
だ
。

　

小
池
知
事
は
石
原
元
知
事
に
対
し
て
10
月

7
日
付
で
築
地
市
場
の
移
転
や
土
壌
汚
染
対

策
、
経
営
形
態
な
ど
に
つ
い
て
質
問
文
を

送
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
「
聞
い
て
い
な
い
。

交
渉
に
関
与
し
て
い
な
い
。
記
憶
が
な
い
」

「
専
門
的
な
内
容
で
あ
り
、
決
済
し
た
案
件

は
膨
大
だ
っ
た
の
で
担
当
職
員
に
任
せ
て
い

た
」
な
ど
と
回
答
し
て
い
る
。
無
責
任
き
わ

ま
る
言
葉
だ
。

　

小
池
知
事
は
退
職
し
た
職
員
も
責
任
を
問

う
と
言
っ
て
い
る
。
石
原
元
知
事
に
は
年

2
千
数
百
万
円
の
報
酬
の
ほ
か
に
1
期
4
年

務
め
る
と
４
３
０
０
万
円
の
退
職
金
が
支
給

さ
れ
て
い
た
。
豊
洲
の
土
壌
汚
染
対
策
費
も

都
知
事
の
退
職
金
も
都
民
の
税
金
だ
。
都
政

の
ト
ッ
プ
と
し
て
ど
う
責
任
を
と
る
の
か
。

晩
節
を
汚
さ
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

十
一
月
六
日
朝
、
総
勢

二
十
名
の
バ
ス
は
中
央
道
を

長
野
県
阿
智
村
へ
出
発
。
昼

食
後
、
満
蒙
開
拓
平
和
記
念

館
で
一
時
間
み
っ
ち
り
お
話

を
伺
う
。
が
っ
し
り
し
た
丸

太
柱
、
空
間
を
活
用
し
た
映

像
説
明
、
序
章
「
時
代
を
知

る
タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル
」
か
ら

始
ま
る
展
示
は
貴
重
な
も
の

ば
か
り
。
最
後
の
開
拓
団

が
家
も
土
地
も
売
り
払
っ

て
日
本
を
発
っ
た
の
は

一
九
四
五
年
八
月
二
日
、

敗
戦
の
わ
ず
か
二
週
間
前

だ
。
第
六
章
「
引
き
揚
げ
・

再
出
発
」
は
、
身
体
一
つ

で
帰
国
し
た
開
拓
団
員
ら

が
日
本
各
地
の
未
開
地
に

再
入
植
し
て
生
き
延
び
た

苦
難
を
訴
え
る
、「
満
蒙
を

帰
っ
て
み
て
も
開
拓
団
」
と

は
あ
る
参
加
者
の
驚
き
。
終

章
「
平
和
な
未
来
へ
」
で
は

壁
面
一
杯
に
広
が
る
写
真
の

人
々
と
「
負
の
遺
産
を
正
の

遺
産
へ
」
の
詩
が
重
な
り
、

歴
史
と
対
面
し
て
い
る
と
実

感
さ
せ
ら
れ
る
。
中
国
残
留

孤
児
の
父
と
慕
わ
れ
る
故
・

山
本
慈
昭
住
職
の
長
岳
寺
で

望
郷
の
鐘
の
音
を
秋
天
に
届

け
た
。
中
央
道
を
引
き
返
し

松
川
町
に
向
か
い
、
リ
ン
ゴ

狩
り
を
楽
し
み
、
冷
え
込
み

に
ふ
る
え
な
が
ら
宿
へ
。
町

営
宿
舎
清
流
苑
は
予
約
が
難

し
い
人
気
の
温
泉
施
設
、
何

種
類
も
の
温
泉
三
昧
に
時
を

忘
れ
て
し
ま
う
。
腸
満
腹

（
胃
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
な

夕
食
を
終
え
、
翌
日
向
か
う

大
鹿
村
に
三
百
年
伝
わ
る
歌

舞
伎
を
バ
ッ
ク
に
し
た
喜

劇
映
画
「
大
鹿
村
騒
動
記
」

（
２
０
１
１
年
）
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

観
て
腹
ご
な
し
。
満
天
の
星

の
も
と
夜
更
け
ま
で
交
流
の

話
し
声
が
絶
え
な
い
。

　

七
日
は
地
元
産
品
を
メ
イ

ン
に
し
た
美
味
し
い
朝
ご

飯
。
引
き
揚
げ
入
植
し
た
人

た
ち
に
よ
る
開
拓
地
に
建
つ

信
州
ま
し
野
ワ
イ
ナ
リ
ー
を

訪
ね
て
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
等

の
試
飲
。
バ
ス
は
天
竜
川
を

渡
り
小
渋
川
沿
い
に
大
鹿
村

へ
。
村
へ
向
か
う
深
い
谷
沿

い
の
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
で

は
ひ
っ
き
り
な
し
に
ダ
ン
プ

カ
ー
と
行
き
か
う
。
村
役
場

で
河
本
議
員
と
落
ち
合
い
リ

ニ
ア
関
連
の
現
地
説
明
に
向

か
う
。
十
一
月
一
日
に
リ
ニ

ア
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
の
起
工

式
が
あ
っ
た
ば
か
り
で
、
ト

ン
ネ
ル
掘
削
現
場
は
田
ん
ぼ

や
養
魚
場
を
潰
し
て
造
成
さ

れ
る
。
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
残

土
仮
置
き
場
へ
の
道
は
ダ
ン

プ
が
一
日
数
十
台
も
通
っ
た

ら
路
肩
が
崩
れ
そ
う
だ
。
Ｊ

Ｒ
東
海
か
ら
は
「
実
は
…
…
」

と
い
っ
た
話
が
、
今
も
ポ
ロ

ポ
ロ
出
て
く
る
と
か
。
村
民

１
０
６
０
人
で
８
名
の
村
議

会
は
女
性
議
員
が
３
名
、
村

に
は
信
号
も
コ
ン
ビ
ニ
も

な
い
の
で
す
よ
、
と
微
笑

む
河
本
さ
ん
の
説
明
を
聞
く

と
、
中
央
構
造
線
を
突
き
抜

け
る
リ
ニ
ア
ト
ン
ネ
ル
の
安

全
性
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ

か
ら
始
ま
る
だ
ろ
う
工
事
に

よ
る
清
流
の
枯
渇
や
残
土
置

き
場
と
ダ
ン
プ
の
猛
烈
な
往

来
な
ど
、
こ
の
南
ア
ル
プ
ス

最
奥
の
村
に
リ
ニ
ア
が
も
た

ら
す
も
の
を
考
え
さ
せ
ら
れ

る
。
村
営
中
央
構
造
線
博
物

館
（
月
・
火
曜
休
館
）
は
文
字

通
り
中
央
構
造
線
の
真
上
に

建
つ
学
術
的
に
第
一
級
の
博

物
館
だ
。
秋
晴
れ
の
も
と
身

も
心
も
紅
葉
に
染
ま
る
二
日

間
だ
っ
た
。
次
は
あ
な
た
も

ご
参
加
を
。（

猿
江
・
川
見
一
仁
）

イラスト /yukiko A

満
蒙
開
拓
の
歴
史
と
対
面
し
、

リ
ニ
ア
新
線
の
も
た
ら
す
も
の
を
考
え
た

─
─
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
報
告

中村まさ子の活動日誌（抄）

8 月

3日 アスベストセンターで打ち合わせ

13日 定例会

18日 自治体議員バックアップセミナー

19日（〜 20日）虹と緑全国政策研究会

22日 市民の声会議

25日 藤田孝典講演会
26日 定例会
30日 23区民自治の会

9月

5日 戦争させない江東アクション会議
6日 ガーラ大島建設住民説明会
10日 1000 万人署名、定例会
11日 枝川都民基金会議
12日 1000 万人署名会議
13日 区政勉強会
16日 キルトクラブうさうさ
17日 甲状腺がん子ども基金設立記念シンポ
19日 戦争法廃止！国会正門前行動
20日 子どもクリスマス会会議
22日 原発も戦争もいらない！ 9.22 大行動
23日 第 3回区議会定例会（〜 10月 24日）
24日 おらんしょサロン
25日 清掃労組定期大会

10月

2日 中国残留孤児問題フォーラム
8日 1000 万人署名、定例会
13日 緑の党GJ国会報告＆懇談会
14日 電力自由化報告会
16日 区民まつり
19日 23区民自治の会
20日 1000 万人署名会議、区政勉強会
21日 キルトクラブうさうさ、クリスマス会会議
22日 松葉ダイオキシン調査報告会
24日 最終本会議
26日 原発・請願署名提出集会
28日 定例会
30日 枝川朝鮮学校学芸会
31日 江東アクション学習会（講師：井筒高雄）

豊
洲
新
市
場

都
政
最
大
の
混
乱
の
責
任
は

〈
市
民
の
声・江
東 

区
政
報
告
会
〉 

12
月
11
日（
日
）18
時
〜　
報
告
会

12
月
11
日（
日
）19
時
〜　
望
年
会

◆
望
年
会
会
費
１
５
０
０
円

会
場
：
江
東
区
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー

第
2
研
修
室
（
西
大
島
駅
す
ぐ
）

●
ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い

10 月 31日、元陸自レンジャー隊員・井筒高雄さん
をお招きして南スーダンにおける「駆け付け警護」
の問題点についてお話いただきました。背景の「日
の丸」は井筒さんの同僚だったレンジャー隊員によ
る寄せ書きが記されています

大鹿村を横断する「中央構造線」をまたい
で。リニアはこの複雑な地質がぶつかる深
地下をぶち抜いてトンネルを掘る
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・
一
般
会
計･･･

歳
入
、
歳
出
と

も
に
過
去
最
大
の
決
算
額
に
な
り

ま
し
た
。

　

黒
字
額
は
51
億
円
、
基
金
残
高

（
貯
金
）
９
１
２
億
円
、
起
債
残
高

（
借
金
）
２
９
３
億
円
と
な
り
、
数

値
的
に
は
余
裕
の
あ
る
財
政
状
況

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

２
０
１
５
年
度
決
算
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
の
推
進
、
子
供
の
貧

困
対
策
の
取
り
組
み
が
十
分
で
な

い
点
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
や
保
育

園
を
は
じ
め
と
す
る
民
営
化
の
推

進
、
保
育
園
待
機
児
の
未
解
消
、

介
護
保
険
制
度
に
典
型
的
に
み
ら

れ
る
自
己
負
担
増
と
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
な
ど
、
財
政
状
況
が
良
好
な

な
か
必
要
な
区
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の

財
源
投
入
が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
決
算
認
定
に
反
対
し
ま
し
た
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
業
に

1
億
１
５
０
０
万
円
、
Ｂ
型
肝
炎

予
防
接
種
事
業
に
８
１
０
０
万

円
、（
仮
称
）
有
明
第
2
小
中
学

校
整
備
事
業
に
約
2
億
円
他
、
計

7
億
６
４
０
０
万
円
を
計
上
。

　

Ｂ
型
肝
炎
予
防
接
種
は
10
月
か

ら
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
生
後
1
年
未
満
の
赤
ち
ゃ

ん
に
3
回
接
種
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
Ｂ
型
肝
炎
の
母
子
感
染
は

す
で
に
新
た
な
発
生
は
ほ
と
ん
ど

な
く
な
り
、
輸
血
か
ら
の
感
染
も

征
服
さ
れ
て
い
ま
す
。
副
反
応
や

ア
レ
ル
ギ
ー
の
可
能
性
の
あ
る
予

防
接
種
を
一
律
に
乳
児
に
行
う
こ

と
に
は
反
対
で
す
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
が
危
険
に
晒

さ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
個
人
番
号

カ
ー
ド
事
業
に
は
当
初
か
ら
反
対

し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
補
正
予

算
に
は
反
対
で
す
。

＊
江
東
区
一
般
任
期
付
職
員
の
採

用
に
関
す
る
条
例

　

２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
の
準

備
の
た
め
、
23
区
は
都
あ
る
い
は

五
輪
組
織
委
員
会
に
区
の
職
員
を

派
遣
す
る
。
そ
の
穴
埋
め
に
採
用

期
間
を
限
っ
た
「
任
期
付
職
員
」

を
区
が
採
用
す
る
た
め
の
条
例
。

　

江
東
区
か
ら
都
（
五
輪
組
織
委
）

に
派
遣
す
る
職
員
（
現
在
6
名
）

の
給
与
は
江
東
区
持
ち

に
な
る
。
穴
埋
め
の
任

期
付
職
員
の
給
与
も
区

が
支
払
う
と
い
う
。
な

ぜ
江
東
区
が
人
件
費
を

す
べ
て
負
担
す
る
の
か

と
い
う
質
問
に
「
五
輪

は
都
区
一
丸
と
な
っ
て

招
致
し
て
き
た
。
区
長

会
と
し
て
受
け
入
れ
を

決
定
し
た
」
と
い
う
答

弁
が
あ
っ
た
。
条
例
案

で
は
東
京
五
輪
に
限
ら

ず
一
般
的
な
任
期
付
職

員
の
規
定
も
盛
り
込
ま

れ
て
お
り
、
多
様
な
働

き
方
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

よ
り
雇
用
形
態
の
劣
化

に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

る
た
め
反
対
を
表
明
し
た
。

　

長
寿
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
〈
以
下
「
包

括
」〉）
は
、
介
護
予
防
を
含
め
た

高
齢
者
の
生
活
全
体
を
地
域
に
お

い
て
包
括
的
・
継
続
的
に
支
え
る

た
め
の
中
核
的
機
関
。

　

江
東
区
に
は
現
在
12
か
所
の「
包

括
」
と
9
か
所
の
長
寿
サ
ポ
ー
ト

（
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
〈
以

下
「
在
支
」〉）
が
あ
る
。
区
は
来

年
4
月
ま
で
に
「
在
支
」
を
す
べ

て
「
包
括
」
に
転
換
・
整
理
し
、「
包

括
」
20
か
所
体
制
に
す
る
計
画
と

し
て
い
る
。「
包
括
」
1
か
所
あ
た

り
職
員
5
人
体
制
で
、
事
業
費
は

３
２
０
０
万
円
。基
幹
型
の「
包
括
」

や
対
象
と
な
る
高
齢
者
の
多
い
地

域
の
「
包
括
」
に
は
人
員
を
増
員

す
る
。

　
「
包
括
」
に
は
社
会
福
祉
士
、
保

健
師
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

3
職
種
を
置
く
こ
と
が
必
要
で
、

そ
の
人
材
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
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い
る
。
ま
た
「
包
括
」
は
プ
ラ
ン

作
り
だ
け
で
な
く
、
総
合
相
談
事

業
が
重
要
な
役
割
と
さ
れ
て
お
り
、

職
員
に
は
高
い
レ
ベ
ル
の
能
力
が

求
め
ら
れ
る
。
10
月
現
在
、
ま
だ

人
材
確
保
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ

も
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
是
非

4
月
に
間
に
合
う
よ
う
力
を
尽
く

し
て
ほ
し
い
。

豊
洲
市
場
用
地
の
土
壌
汚
染
に

つ
い
て
、
専
門
家
会
議
の
「
土
壌

と
地
下
水
を
環
境
基
準
以
下
に
処

理
す
る
と
と
も
に
、
…
…
地
下
水

位
を
Ａ.

Ｐ.

＋
2
メ
ー
ト
ル＊

で
維
持

し
水
質
を
管
理
す
る
」
と
い
う
提

言
を
も
と
に
技
術
会
議
は
具
体
的

な
土
壌
汚
染
対
策
を
提
言
、
工
事

が
施
行
さ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
小
池
知
事
が
開
場
延

期
を
発
表
し
て
以
降
、
そ
の
対
策

が
破
た
ん
し
て
い
る
事
実
が
次
々

出
て
き
て
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

　

9
月
末
、
8
月
採
取
分
の
地
下

水
か
ら
環
境
基
準
を
超
え
る
ベ
ン

ゼ
ン
（
１
・
１
倍
、
１
・
４
倍
）
と

ヒ
素
（
１
・
９
倍
）
を
検
出
。
土
壌

汚
染
対
策
法
で
は
「
地
下
水
汚
染

が
生
じ
て
い
な
い
状
態
が
2
年
間

継
続
す
る
こ
と
」
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
。
今
後
少
な
く
と
も
2
年

間
は
汚
染
が
除
去
さ
れ
た
、
と
認

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

農
水
省
は
市
場
の
開
場
を
認
可

す
る
立
場
だ
が
、
汚
染
が
除
去
さ

れ
て
い
な
い
「
形
質
変
更
時
要
届

出
区
域
」（
豊
洲
市
場
用
地
が
そ
れ

に
あ
た
る
）
に
つ
い
て
「
生
鮮
食

品
を
取
り
扱
う
卸
売
市
場
用
地
の

場
合
に
は
（
土
地
利
用
は
）
想
定

し
え
な
い
」
と
明
言
し
て
い
る
。

開
場
を
認
可
す
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
だ
ろ
う
。

　

ま
た
仲
卸
売
場
棟
と
卸
売
場
棟

を
結
ぶ
連
絡
通
路
の
地
下
に
、
環

境
基
準
の
７
０
０
倍
の
ベ
ン
ゼ
ン
、

検
出
下
限
の
７
１
０
倍
の
シ
ア
ン

化
合
物
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
し
か
し
す
で
に
橋
脚
や

橋
げ
た
、
ガ
ス
管
が
で
き
て
い
る

た
め
十
分
な
汚
染
除
去
工
事
が
で

き
ず
、
環
境
基
準
を
大
幅
に
超
え

る
汚
染
が
広
範
囲
に
残
さ
れ
て
い

る
。

　

問
題
の
地
下
空
間
で
も
大
気
か

ら
国
の
指
針
の
7
倍
の
水
銀
が
検

出
さ
れ
た
。
専
門
家
会
議
で
は
原

因
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
。

　

い
ず
れ
も
急
性
症
状
が
出
る
値

で
は
な
い
が
、
巨
額
の
費
用
を
か

け
た
の
に
汚
染
を
環
境
基
準
値
以

下
に
す
る
と
い
う
根
本
的
な
方
針

が
ま
っ
た
く
実
現
で
き
て
い
な
い
。

　

10
月
半
ば
、
盛
り
土
と
並
ん
で

土
壌
汚
染
対
策
の
柱
と
さ
れ
た「
地

下
水
管
理
シ
ス
テ
ム
」
が
稼
働
を

始
め
た
が
、
2
週
間
経
っ
て
も
地

下
水
位
が
下
が
ら
な
い
と
い
う
報

道
が
あ
っ
た
。
汚
染
対
策
の
要
が

機
能
し
な
い
事
態
だ
。

　

豊
洲
市
場
の
土
壌
汚
染
対
策
は

破
た
ん
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

　

都
は
１
８
５
９
億
円
で
東
京
ガ

ス
か
ら
用
地
を
買
い
上
げ
、
土
壌

汚
染
対
策
に
８
５
８
億
円
か
け
て

い
る
。
土
壌
汚
染
対
策
経
費
が
土

地
価
格
の
20
％
か
ら
40
％
を
超
え

る
と
そ
こ
は
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル

ド
（
塩
漬
け
の
土
地
）
と
呼
ば
れ

土
地
売
買
が
不
成
立
に
な
る
こ
と

が
多
い
と
い
わ
れ
る
。
豊
洲
は
対

策
経
費
が
土
地
価
格
の
46
％
。
こ

ん
な
土
地
を
都
民
の
税
金
を
投
じ

て
買
い
上
げ
、
安
全
を
無
視
し
て

強
引
な
移
転
を
進
め
て
き
た
東
京

都
の
罪
は
重
い
。
都
政
の
闇
は
深

そ
う
だ
。

＊
Ａ.

Ｐ.

＋
2
メ
ー
ト
ル
と
は
「
荒
川

工
事
基
準
面
か
ら
プ
ラ
ス
２
メ
ー

ト
ル
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

ち
な
み
に
荒
川
工
事
基
準
面
は
、

水
位
の
基
準
（
海
抜
０
メ
ー
ト
ル
）

と
さ
れ
て
い
る
東
京
湾
中
等
水
位

（
Ｔ.

Ｐ.

と
表
記
さ
れ
る
）
か
ら
は

マ
イ
ナ
ス
１
・
１
３
４
４
メ
ー
ト
ル

で
あ
る
。

　◆主な議案への対応

件名
自 公 民進ク 共産 他無所属

5名＊
市民の声
（中村）

一般会計補正予算＊1 ○ ○ ○ × ○ ×

介護保険補正予算（地域包括支援センター整備） ○ ○ ○ ○ ○ ○

決算＊2（一般会計、国保、介護保険、後期高齢者医療） ○ ○ ○ × ○ ×

契約変更（第２有明小中の工事、がれき除去） ○ ○ ○ ○ ○ ○

任期付職員の採用に関する条例＊3 ○ ○ ○ × ○ ×

青少年交流プラザ条例、指定管理者の指定（青少年センター
を民間委託） ○ ○ ○ × ○ ×

保育所の指定管理者（３保育所を民間委託） ○ ○ ○ × ○ ×

区民農園、児童館、産業会館の指定管理者（継続して同じ
指定管理者に） ○ ○ ○ ○ ○ ○

地域密着型介護施設の指定管理者（継続して同じ社会福祉
法人に） ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○

監査委員の選任 ○ ○ ○ × ○ ×
＊1、＊2、＊3については２ページ記事をご参照ください

中村まさ子の収支報告（2016年 8月〜 10月）
★費用弁償は見直しを求めています。現在、別枠で積み立てています。

8月 9月 10月

収入 議員報酬 610,000 610,000 610,000
費用弁償 0 12,000 18,000

支出

所得税 35,820 35,820 35,820
住民税 51,600 51,600 51,600
国民健康保険料 73,000 73,000 73,000
共有会 2,000 2,000 2,000
義援金 ─ ─ ─
生活費、活動費 300,000 300,000 300,000
退職積立金 60,000 60,000 60,000
活動積立金 30,000 30,000 30,000
共に歩む会へ 57,580 57,580 57,580

＊他無所属（図師、おおやね、見山、川北、三次）

２
０
１
５
年
度
決
算
の

概
要

【
企
画
総
務
委
員
会
】

【
医
療
介
護
保
険
制
度

特
別
委
員
会
】

豊
洲
市
場
の
汚
染
対
策

は
破
た
ん

補
正
予
算
第
１
号

2015 年度
歳入
1,954 億円

区民税 479億円
特別区交付金 578億円
国・都支出金 388 億円
など

2015 年度
歳出
1,903 億円

民生費 770億円
総務費 382億円
教育費 344億円
衛生費 131億円など

豊洲市場「完成」予想図（東京都のホームページより）

●
国
民
健
康
保
険
会
計

歳
入
６
１
９
億
円

歳
出
５
９
５
億
円

●
介
護
保
険
会
計

歳
入
２
８
７
億
円

歳
出
２
７
２
億
円

●
後
期
高
齢
者
医
療
会
計

歳
入
80
億
円

歳
出
79
億
円
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会
計･･･

歳
入
、
歳
出
と

も
に
過
去
最
大
の
決
算
額
に
な
り

ま
し
た
。

　

黒
字
額
は
51
億
円
、
基
金
残
高

（
貯
金
）
９
１
２
億
円
、
起
債
残
高

（
借
金
）
２
９
３
億
円
と
な
り
、
数

値
的
に
は
余
裕
の
あ
る
財
政
状
況

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

２
０
１
５
年
度
決
算
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
の
推
進
、
子
供
の
貧

困
対
策
の
取
り
組
み
が
十
分
で
な

い
点
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
や
保
育

園
を
は
じ
め
と
す
る
民
営
化
の
推

進
、
保
育
園
待
機
児
の
未
解
消
、

介
護
保
険
制
度
に
典
型
的
に
み
ら

れ
る
自
己
負
担
増
と
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
な
ど
、
財
政
状
況
が
良
好
な

な
か
必
要
な
区
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の

財
源
投
入
が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
決
算
認
定
に
反
対
し
ま
し
た
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
業
に

1
億
１
５
０
０
万
円
、
Ｂ
型
肝
炎

予
防
接
種
事
業
に
８
１
０
０
万

円
、（
仮
称
）
有
明
第
2
小
中
学

校
整
備
事
業
に
約
2
億
円
他
、
計

7
億
６
４
０
０
万
円
を
計
上
。

　

Ｂ
型
肝
炎
予
防
接
種
は
10
月
か

ら
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
生
後
1
年
未
満
の
赤
ち
ゃ

ん
に
3
回
接
種
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
Ｂ
型
肝
炎
の
母
子
感
染
は

す
で
に
新
た
な
発
生
は
ほ
と
ん
ど

な
く
な
り
、
輸
血
か
ら
の
感
染
も

征
服
さ
れ
て
い
ま
す
。
副
反
応
や

ア
レ
ル
ギ
ー
の
可
能
性
の
あ
る
予

防
接
種
を
一
律
に
乳
児
に
行
う
こ

と
に
は
反
対
で
す
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
が
危
険
に
晒

さ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
個
人
番
号

カ
ー
ド
事
業
に
は
当
初
か
ら
反
対

し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
補
正
予

算
に
は
反
対
で
す
。

＊
江
東
区
一
般
任
期
付
職
員
の
採

用
に
関
す
る
条
例

　

２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
の
準

備
の
た
め
、
23
区
は
都
あ
る
い
は

五
輪
組
織
委
員
会
に
区
の
職
員
を

派
遣
す
る
。
そ
の
穴
埋
め
に
採
用

期
間
を
限
っ
た
「
任
期
付
職
員
」

を
区
が
採
用
す
る
た
め
の
条
例
。

　

江
東
区
か
ら
都
（
五
輪
組
織
委
）

に
派
遣
す
る
職
員
（
現
在
6
名
）

の
給
与
は
江
東
区
持
ち

に
な
る
。
穴
埋
め
の
任

期
付
職
員
の
給
与
も
区

が
支
払
う
と
い
う
。
な

ぜ
江
東
区
が
人
件
費
を

す
べ
て
負
担
す
る
の
か

と
い
う
質
問
に
「
五
輪

は
都
区
一
丸
と
な
っ
て

招
致
し
て
き
た
。
区
長

会
と
し
て
受
け
入
れ
を

決
定
し
た
」
と
い
う
答

弁
が
あ
っ
た
。
条
例
案

で
は
東
京
五
輪
に
限
ら

ず
一
般
的
な
任
期
付
職

員
の
規
定
も
盛
り
込
ま

れ
て
お
り
、
多
様
な
働

き
方
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

よ
り
雇
用
形
態
の
劣
化

に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

る
た
め
反
対
を
表
明
し
た
。

　

長
寿
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
〈
以
下
「
包

括
」〉）
は
、
介
護
予
防
を
含
め
た

高
齢
者
の
生
活
全
体
を
地
域
に
お

い
て
包
括
的
・
継
続
的
に
支
え
る

た
め
の
中
核
的
機
関
。

　

江
東
区
に
は
現
在
12
か
所
の「
包

括
」
と
9
か
所
の
長
寿
サ
ポ
ー
ト

（
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
〈
以

下
「
在
支
」〉）
が
あ
る
。
区
は
来

年
4
月
ま
で
に
「
在
支
」
を
す
べ

て
「
包
括
」
に
転
換
・
整
理
し
、「
包

括
」
20
か
所
体
制
に
す
る
計
画
と

し
て
い
る
。「
包
括
」
1
か
所
あ
た

り
職
員
5
人
体
制
で
、
事
業
費
は

３
２
０
０
万
円
。基
幹
型
の「
包
括
」

や
対
象
と
な
る
高
齢
者
の
多
い
地

域
の
「
包
括
」
に
は
人
員
を
増
員

す
る
。

　
「
包
括
」
に
は
社
会
福
祉
士
、
保

健
師
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

3
職
種
を
置
く
こ
と
が
必
要
で
、

そ
の
人
材
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
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い
る
。
ま
た
「
包
括
」
は
プ
ラ
ン

作
り
だ
け
で
な
く
、
総
合
相
談
事

業
が
重
要
な
役
割
と
さ
れ
て
お
り
、

職
員
に
は
高
い
レ
ベ
ル
の
能
力
が

求
め
ら
れ
る
。
10
月
現
在
、
ま
だ

人
材
確
保
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ

も
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
是
非

4
月
に
間
に
合
う
よ
う
力
を
尽
く

し
て
ほ
し
い
。

豊
洲
市
場
用
地
の
土
壌
汚
染
に

つ
い
て
、
専
門
家
会
議
の
「
土
壌

と
地
下
水
を
環
境
基
準
以
下
に
処

理
す
る
と
と
も
に
、
…
…
地
下
水

位
を
Ａ.

Ｐ.

＋
2
メ
ー
ト
ル＊

で
維
持

し
水
質
を
管
理
す
る
」
と
い
う
提

言
を
も
と
に
技
術
会
議
は
具
体
的

な
土
壌
汚
染
対
策
を
提
言
、
工
事

が
施
行
さ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
小
池
知
事
が
開
場
延

期
を
発
表
し
て
以
降
、
そ
の
対
策

が
破
た
ん
し
て
い
る
事
実
が
次
々

出
て
き
て
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

　

9
月
末
、
8
月
採
取
分
の
地
下

水
か
ら
環
境
基
準
を
超
え
る
ベ
ン

ゼ
ン
（
１
・
１
倍
、
１
・
４
倍
）
と

ヒ
素
（
１
・
９
倍
）
を
検
出
。
土
壌

汚
染
対
策
法
で
は
「
地
下
水
汚
染

が
生
じ
て
い
な
い
状
態
が
2
年
間

継
続
す
る
こ
と
」
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
。
今
後
少
な
く
と
も
2
年

間
は
汚
染
が
除
去
さ
れ
た
、
と
認

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

農
水
省
は
市
場
の
開
場
を
認
可

す
る
立
場
だ
が
、
汚
染
が
除
去
さ

れ
て
い
な
い
「
形
質
変
更
時
要
届

出
区
域
」（
豊
洲
市
場
用
地
が
そ
れ

に
あ
た
る
）
に
つ
い
て
「
生
鮮
食

品
を
取
り
扱
う
卸
売
市
場
用
地
の

場
合
に
は
（
土
地
利
用
は
）
想
定

し
え
な
い
」
と
明
言
し
て
い
る
。

開
場
を
認
可
す
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
だ
ろ
う
。

　

ま
た
仲
卸
売
場
棟
と
卸
売
場
棟

を
結
ぶ
連
絡
通
路
の
地
下
に
、
環

境
基
準
の
７
０
０
倍
の
ベ
ン
ゼ
ン
、

検
出
下
限
の
７
１
０
倍
の
シ
ア
ン

化
合
物
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
し
か
し
す
で
に
橋
脚
や

橋
げ
た
、
ガ
ス
管
が
で
き
て
い
る

た
め
十
分
な
汚
染
除
去
工
事
が
で

き
ず
、
環
境
基
準
を
大
幅
に
超
え

る
汚
染
が
広
範
囲
に
残
さ
れ
て
い

る
。

　

問
題
の
地
下
空
間
で
も
大
気
か

ら
国
の
指
針
の
7
倍
の
水
銀
が
検

出
さ
れ
た
。
専
門
家
会
議
で
は
原

因
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
。

　

い
ず
れ
も
急
性
症
状
が
出
る
値

で
は
な
い
が
、
巨
額
の
費
用
を
か

け
た
の
に
汚
染
を
環
境
基
準
値
以

下
に
す
る
と
い
う
根
本
的
な
方
針

が
ま
っ
た
く
実
現
で
き
て
い
な
い
。

　

10
月
半
ば
、
盛
り
土
と
並
ん
で

土
壌
汚
染
対
策
の
柱
と
さ
れ
た「
地

下
水
管
理
シ
ス
テ
ム
」
が
稼
働
を

始
め
た
が
、
2
週
間
経
っ
て
も
地

下
水
位
が
下
が
ら
な
い
と
い
う
報

道
が
あ
っ
た
。
汚
染
対
策
の
要
が

機
能
し
な
い
事
態
だ
。

　

豊
洲
市
場
の
土
壌
汚
染
対
策
は

破
た
ん
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

　

都
は
１
８
５
９
億
円
で
東
京
ガ

ス
か
ら
用
地
を
買
い
上
げ
、
土
壌

汚
染
対
策
に
８
５
８
億
円
か
け
て

い
る
。
土
壌
汚
染
対
策
経
費
が
土

地
価
格
の
20
％
か
ら
40
％
を
超
え

る
と
そ
こ
は
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル

ド
（
塩
漬
け
の
土
地
）
と
呼
ば
れ

土
地
売
買
が
不
成
立
に
な
る
こ
と

が
多
い
と
い
わ
れ
る
。
豊
洲
は
対

策
経
費
が
土
地
価
格
の
46
％
。
こ

ん
な
土
地
を
都
民
の
税
金
を
投
じ

て
買
い
上
げ
、
安
全
を
無
視
し
て

強
引
な
移
転
を
進
め
て
き
た
東
京

都
の
罪
は
重
い
。
都
政
の
闇
は
深

そ
う
だ
。

＊
Ａ.

Ｐ.

＋
2
メ
ー
ト
ル
と
は
「
荒
川

工
事
基
準
面
か
ら
プ
ラ
ス
２
メ
ー

ト
ル
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

ち
な
み
に
荒
川
工
事
基
準
面
は
、

水
位
の
基
準
（
海
抜
０
メ
ー
ト
ル
）

と
さ
れ
て
い
る
東
京
湾
中
等
水
位

（
Ｔ.

Ｐ.

と
表
記
さ
れ
る
）
か
ら
は

マ
イ
ナ
ス
１
・
１
３
４
４
メ
ー
ト
ル

で
あ
る
。

　◆主な議案への対応

件名
自 公 民進ク 共産 他無所属

5名＊
市民の声
（中村）

一般会計補正予算＊1 ○ ○ ○ × ○ ×

介護保険補正予算（地域包括支援センター整備） ○ ○ ○ ○ ○ ○

決算＊2（一般会計、国保、介護保険、後期高齢者医療） ○ ○ ○ × ○ ×

契約変更（第２有明小中の工事、がれき除去） ○ ○ ○ ○ ○ ○

任期付職員の採用に関する条例＊3 ○ ○ ○ × ○ ×

青少年交流プラザ条例、指定管理者の指定（青少年センター
を民間委託） ○ ○ ○ × ○ ×

保育所の指定管理者（３保育所を民間委託） ○ ○ ○ × ○ ×

区民農園、児童館、産業会館の指定管理者（継続して同じ
指定管理者に） ○ ○ ○ ○ ○ ○

地域密着型介護施設の指定管理者（継続して同じ社会福祉
法人に） ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○

監査委員の選任 ○ ○ ○ × ○ ×
＊1、＊2、＊3については２ページ記事をご参照ください

中村まさ子の収支報告（2016年 8月〜 10月）
★費用弁償は見直しを求めています。現在、別枠で積み立てています。

8月 9月 10月

収入 議員報酬 610,000 610,000 610,000
費用弁償 0 12,000 18,000

支出

所得税 35,820 35,820 35,820
住民税 51,600 51,600 51,600
国民健康保険料 73,000 73,000 73,000
共有会 2,000 2,000 2,000
義援金 ─ ─ ─
生活費、活動費 300,000 300,000 300,000
退職積立金 60,000 60,000 60,000
活動積立金 30,000 30,000 30,000
共に歩む会へ 57,580 57,580 57,580

＊他無所属（図師、おおやね、見山、川北、三次）

２
０
１
５
年
度
決
算
の

概
要

【
企
画
総
務
委
員
会
】

【
医
療
介
護
保
険
制
度

特
別
委
員
会
】

豊
洲
市
場
の
汚
染
対
策

は
破
た
ん

補
正
予
算
第
１
号

2015 年度
歳入
1,954 億円

区民税 479億円
特別区交付金 578億円
国・都支出金 388 億円
など

2015 年度
歳出
1,903 億円

民生費 770億円
総務費 382億円
教育費 344億円
衛生費 131億円など

豊洲市場「完成」予想図（東京都のホームページより）

●
国
民
健
康
保
険
会
計

歳
入
６
１
９
億
円

歳
出
５
９
５
億
円

●
介
護
保
険
会
計

歳
入
２
８
７
億
円

歳
出
２
７
２
億
円

●
後
期
高
齢
者
医
療
会
計

歳
入
80
億
円

歳
出
79
億
円
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8
月
末
、
小
池
都
知
事
が
11
月
7
日
予
定

の
豊
洲
新
市
場
の
開
場
を
延
期
す
る
と
発

表
、
そ
の
理
由
を
「
来
年
1
月
に
発
表
さ
れ

る
9
回
目
の
地
下
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果

を
待
つ
」
と
し
た
。
そ
れ
自
体
は
妥
当
な
判

断
だ
と
思
う
。

　

し
か
し
こ
と
は
そ
れ
だ
け
で
は
収
ま
ら
な

か
っ
た
。
豊
洲
新
市
場
は
次
々
と
新
た
な
基

準
違
反
や
官
僚
の
規
律
違
反
が
発
覚
し
、
土

壌
汚
染
問
題
の
深
刻
さ
だ
け
で
な
く
、
都
政

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
統
治
ま
た
は
そ
の
た
め
の

方
法
や
体
制
）
の
劣
化
を
露
呈
さ
せ
た
。
い

つ
開
業
で
き
る
の
か
、
あ
る
い
は
で
き
な
い

の
か
全
く
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
。
都
政

史
上
最
大
と
言
っ
て
い
い
不
祥
事
に
な
っ
て

い
る
。

　

10
月
14
日
、
江
東
区
の
「
清
掃
港
湾
・
臨

海
部
対
策
特
別
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

そ
こ
に
都
の
市
場
長
以
下
12
人
の
管
理
職
が

出
席
し
豊
洲
新
市
場
問
題
に
つ
い
て
陳
謝
と

経
緯
の
報
告
を
し
、
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
か

ら
厳
し
い
質
問
を
浴
び
る
こ
と
に
な
っ
た
。

な
か
で
も
驚
い
た
や
り
と
り
が
あ
っ
た
。

委
員
「
こ
れ
ま
で
都
は
専
門
家
会
議
の
提
言

を
錦
の
御
旗
に
し
て
、
そ
の
通
り
対
策
を

と
っ
て
い
る
の
で
安
全
だ
と
主
張
し
て
き

た
。
今
回
そ
の
提
言
を
守
っ
て
い
な
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
提
言

を
ど
う
受
け
止
め
て
き
た
の
か
」

市
場
長
「
時
間
を
経
る
ご
と
に
中
身
が
希
薄

化
し
て
い
っ
た
」

　

専
門
家
会
議
は
ず
い
ぶ
ん
軽
く
扱
わ
れ
た

も
の
だ
。
役
人
と
し
て
あ
る
ま
じ
き
発
言
で

は
な
い
か
。
そ
の
他
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
虚

偽
記
載
や
地
下
空
間
を
技
術
会
議
の
せ
い
に

す
る
な
ど
、
あ
き
れ
果
て
る
事
実
が
報
道
さ

れ
て
き
た
。
江
東
区
に
対
し
て
も
長
年
、
虚

偽
の
説
明
を
繰
り
返
し
て
き
た
こ
と
に
な

る
。
指
弾
さ
れ
て
当
然
だ
。

　

し
か
し
、
最
も
責
任
を
問
わ
れ
る
立
場
に

い
る
の
が
石
原
慎
太
郎
元
都
知
事
で
は
な
い

か
。
豊
洲
移
転
や
土
壌
汚
染
対
策
、
専
門
家

会
議
の
設
置
な
ど
す
べ
て
当
時
の
石
原
知
事

が
決
裁
し
た
こ
と
だ
。

　

小
池
知
事
は
石
原
元
知
事
に
対
し
て
10
月

7
日
付
で
築
地
市
場
の
移
転
や
土
壌
汚
染
対

策
、
経
営
形
態
な
ど
に
つ
い
て
質
問
文
を

送
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
「
聞
い
て
い
な
い
。

交
渉
に
関
与
し
て
い
な
い
。
記
憶
が
な
い
」

「
専
門
的
な
内
容
で
あ
り
、
決
済
し
た
案
件

は
膨
大
だ
っ
た
の
で
担
当
職
員
に
任
せ
て
い

た
」
な
ど
と
回
答
し
て
い
る
。
無
責
任
き
わ

ま
る
言
葉
だ
。

　

小
池
知
事
は
退
職
し
た
職
員
も
責
任
を
問

う
と
言
っ
て
い
る
。
石
原
元
知
事
に
は
年

2
千
数
百
万
円
の
報
酬
の
ほ
か
に
1
期
4
年

務
め
る
と
４
３
０
０
万
円
の
退
職
金
が
支
給

さ
れ
て
い
た
。
豊
洲
の
土
壌
汚
染
対
策
費
も

都
知
事
の
退
職
金
も
都
民
の
税
金
だ
。
都
政

の
ト
ッ
プ
と
し
て
ど
う
責
任
を
と
る
の
か
。

晩
節
を
汚
さ
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

十
一
月
六
日
朝
、
総
勢

二
十
名
の
バ
ス
は
中
央
道
を

長
野
県
阿
智
村
へ
出
発
。
昼

食
後
、
満
蒙
開
拓
平
和
記
念

館
で
一
時
間
み
っ
ち
り
お
話

を
伺
う
。
が
っ
し
り
し
た
丸

太
柱
、
空
間
を
活
用
し
た
映

像
説
明
、
序
章
「
時
代
を
知

る
タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル
」
か
ら

始
ま
る
展
示
は
貴
重
な
も
の

ば
か
り
。
最
後
の
開
拓
団

が
家
も
土
地
も
売
り
払
っ

て
日
本
を
発
っ
た
の
は

一
九
四
五
年
八
月
二
日
、

敗
戦
の
わ
ず
か
二
週
間
前

だ
。
第
六
章
「
引
き
揚
げ
・

再
出
発
」
は
、
身
体
一
つ

で
帰
国
し
た
開
拓
団
員
ら

が
日
本
各
地
の
未
開
地
に

再
入
植
し
て
生
き
延
び
た

苦
難
を
訴
え
る
、「
満
蒙
を

帰
っ
て
み
て
も
開
拓
団
」
と

は
あ
る
参
加
者
の
驚
き
。
終

章
「
平
和
な
未
来
へ
」
で
は

壁
面
一
杯
に
広
が
る
写
真
の

人
々
と
「
負
の
遺
産
を
正
の

遺
産
へ
」
の
詩
が
重
な
り
、

歴
史
と
対
面
し
て
い
る
と
実

感
さ
せ
ら
れ
る
。
中
国
残
留

孤
児
の
父
と
慕
わ
れ
る
故
・

山
本
慈
昭
住
職
の
長
岳
寺
で

望
郷
の
鐘
の
音
を
秋
天
に
届

け
た
。
中
央
道
を
引
き
返
し

松
川
町
に
向
か
い
、
リ
ン
ゴ

狩
り
を
楽
し
み
、
冷
え
込
み

に
ふ
る
え
な
が
ら
宿
へ
。
町

営
宿
舎
清
流
苑
は
予
約
が
難

し
い
人
気
の
温
泉
施
設
、
何

種
類
も
の
温
泉
三
昧
に
時
を

忘
れ
て
し
ま
う
。
腸
満
腹

（
胃
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
な

夕
食
を
終
え
、
翌
日
向
か
う

大
鹿
村
に
三
百
年
伝
わ
る
歌

舞
伎
を
バ
ッ
ク
に
し
た
喜

劇
映
画
「
大
鹿
村
騒
動
記
」

（
２
０
１
１
年
）
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

観
て
腹
ご
な
し
。
満
天
の
星

の
も
と
夜
更
け
ま
で
交
流
の

話
し
声
が
絶
え
な
い
。

　

七
日
は
地
元
産
品
を
メ
イ

ン
に
し
た
美
味
し
い
朝
ご

飯
。
引
き
揚
げ
入
植
し
た
人

た
ち
に
よ
る
開
拓
地
に
建
つ

信
州
ま
し
野
ワ
イ
ナ
リ
ー
を

訪
ね
て
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
等

の
試
飲
。
バ
ス
は
天
竜
川
を

渡
り
小
渋
川
沿
い
に
大
鹿
村

へ
。
村
へ
向
か
う
深
い
谷
沿

い
の
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
で

は
ひ
っ
き
り
な
し
に
ダ
ン
プ

カ
ー
と
行
き
か
う
。
村
役
場

で
河
本
議
員
と
落
ち
合
い
リ

ニ
ア
関
連
の
現
地
説
明
に
向

か
う
。
十
一
月
一
日
に
リ
ニ

ア
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
の
起
工

式
が
あ
っ
た
ば
か
り
で
、
ト

ン
ネ
ル
掘
削
現
場
は
田
ん
ぼ

や
養
魚
場
を
潰
し
て
造
成
さ

れ
る
。
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
残

土
仮
置
き
場
へ
の
道
は
ダ
ン

プ
が
一
日
数
十
台
も
通
っ
た

ら
路
肩
が
崩
れ
そ
う
だ
。
Ｊ

Ｒ
東
海
か
ら
は
「
実
は
…
…
」

と
い
っ
た
話
が
、
今
も
ポ
ロ

ポ
ロ
出
て
く
る
と
か
。
村
民

１
０
６
０
人
で
８
名
の
村
議

会
は
女
性
議
員
が
３
名
、
村

に
は
信
号
も
コ
ン
ビ
ニ
も

な
い
の
で
す
よ
、
と
微
笑

む
河
本
さ
ん
の
説
明
を
聞
く

と
、
中
央
構
造
線
を
突
き
抜

け
る
リ
ニ
ア
ト
ン
ネ
ル
の
安

全
性
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ

か
ら
始
ま
る
だ
ろ
う
工
事
に

よ
る
清
流
の
枯
渇
や
残
土
置

き
場
と
ダ
ン
プ
の
猛
烈
な
往

来
な
ど
、
こ
の
南
ア
ル
プ
ス

最
奥
の
村
に
リ
ニ
ア
が
も
た

ら
す
も
の
を
考
え
さ
せ
ら
れ

る
。
村
営
中
央
構
造
線
博
物

館
（
月
・
火
曜
休
館
）
は
文
字

通
り
中
央
構
造
線
の
真
上
に

建
つ
学
術
的
に
第
一
級
の
博

物
館
だ
。
秋
晴
れ
の
も
と
身

も
心
も
紅
葉
に
染
ま
る
二
日

間
だ
っ
た
。
次
は
あ
な
た
も

ご
参
加
を
。（

猿
江
・
川
見
一
仁
）

イラスト /yukiko A

満
蒙
開
拓
の
歴
史
と
対
面
し
、

リ
ニ
ア
新
線
の
も
た
ら
す
も
の
を
考
え
た

─
─
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
報
告

中村まさ子の活動日誌（抄）

8 月

3日 アスベストセンターで打ち合わせ

13日 定例会

18日 自治体議員バックアップセミナー

19日（〜 20日）虹と緑全国政策研究会

22日 市民の声会議

25日 藤田孝典講演会
26日 定例会
30日 23区民自治の会

9月

5日 戦争させない江東アクション会議
6日 ガーラ大島建設住民説明会
10日 1000 万人署名、定例会
11日 枝川都民基金会議
12日 1000 万人署名会議
13日 区政勉強会
16日 キルトクラブうさうさ
17日 甲状腺がん子ども基金設立記念シンポ
19日 戦争法廃止！国会正門前行動
20日 子どもクリスマス会会議
22日 原発も戦争もいらない！ 9.22 大行動
23日 第 3回区議会定例会（〜 10月 24日）
24日 おらんしょサロン
25日 清掃労組定期大会

10月

2日 中国残留孤児問題フォーラム
8日 1000 万人署名、定例会
13日 緑の党GJ国会報告＆懇談会
14日 電力自由化報告会
16日 区民まつり
19日 23区民自治の会
20日 1000 万人署名会議、区政勉強会
21日 キルトクラブうさうさ、クリスマス会会議
22日 松葉ダイオキシン調査報告会
24日 最終本会議
26日 原発・請願署名提出集会
28日 定例会
30日 枝川朝鮮学校学芸会
31日 江東アクション学習会（講師：井筒高雄）

豊
洲
新
市
場

都
政
最
大
の
混
乱
の
責
任
は

〈
市
民
の
声・江
東 

区
政
報
告
会
〉 

12
月
11
日（
日
）18
時
〜　
報
告
会

12
月
11
日（
日
）19
時
〜　
望
年
会

◆
望
年
会
会
費
１
５
０
０
円

会
場
：
江
東
区
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー

第
2
研
修
室
（
西
大
島
駅
す
ぐ
）

●
ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い

10 月 31日、元陸自レンジャー隊員・井筒高雄さん
をお招きして南スーダンにおける「駆け付け警護」
の問題点についてお話いただきました。背景の「日
の丸」は井筒さんの同僚だったレンジャー隊員によ
る寄せ書きが記されています

大鹿村を横断する「中央構造線」をまたい
で。リニアはこの複雑な地質がぶつかる深
地下をぶち抜いてトンネルを掘る


